
第４次聖籠町総合計画について

基本構想編

【資料２】



緑・ふれあい・夢づくり ～協働による町民自治の実現～

安全で快適な生活環境の創造

安心できる暮らしの実現

学校・家庭・地域の連携による教育力の向上

地域資源を活かした魅力ある産業の形成

開かれた行財政の推進

地域特性を活かしたまちづくり

自然環境との共生

生活環境の整備

安全に暮らせる環境づくり

安心して暮らせる福祉のまちづくり

生涯健康に暮らせるまちづくり

いきいきと学ぶ子どもたちの教育

豊かな国際感覚の醸成

町の資源をフル活用したいきいき農業

活力と魅力ある漁業

自然環境を活かした観光

未来を支える商工業

ともに考え責任を分かち合う意識づくり

地域主権型社会に対応した体制づくり

将来展望に立った健全な行財政の運営

豊かな感性の醸成

第４次聖籠町総合計画の概要

計画期間 2011年～2020年（10年間）

基本理念 「緑・ふれあい・夢づくり」 ～協働による町民自治の実現～

将来像
「安全で快適な生活環境の創造」 「安心できる暮らしの実現」 「学校・家庭・地域の連携による教育力の向上」
「地域資源を活かした魅力ある産業の形成 開かれた行財政の推進」
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緑・ふれあい・夢づくり ～協働による町民自治の実現～

キーワード 趣 旨

環境・自然
緑・自然の活用と保全を図り、自然と人との共生・調和をめざし、環境・自然とともに人に

やさしく、誰もが、安全で安心して快適に暮らすことのできるまちづくりを推進します。

共生・連携
町民の多様なニーズに適切に対応するとともに、町民が心豊かに生活することができ、自分

のまちとして自信と誇りを抱き、次世代へと引き継ぐまちづくりを推進します。

地域主権

町民が、お互いにふれあい、尊重し、支えあいながら、ともにいきいきと生きることができ
るまちづくりを推進します。
また、町民はじめ各種団体、機関などと町とが心と力をあわせ、信頼関係を築きながら連携

したまちづくりを推進します。

豊かさ

活力に満ちた地域社会を実現するため、自らの地域のことは自らで決定する地域主権型社会
のまちづくりを構築し推進します。
また、本町ならではの資源・特性を活かし、自立した町として、個性が輝くまちづくりを推

進します。

基本理念
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将 来 像

１ 安全で快適な生活環境の創造

失われつつある緑の資源や自然環境を保全するとともに、歴史、文化、産業などの地域資源の特性を活かし
たまちづくりを進めます。
また、災害に強い防災まちづくりの構築、交通アクセスの整備、資源の再利用を図るなどにより、町民一人

ひとりが豊かに暮らせる町をめざします。

２ 安心できる暮らしの実現

いつ起こるかわからない自然災害に備えて、町民に対し防災思想の普及を図り、防災体制の整備を推進する
とともに、交通安全対策・防犯対策の整備を推進します。
また、安心して子どもを産み育てられる環境や、高齢者、障がい者にやさしい環境などの整備により、誰も

が生涯健康な暮らしをおくれる町をめざします。

３ 学校・家庭・地域の連携による教育力の向上

個々の学校の基本的な問題解決には、「学校・家庭・地域」が連携して子どもを育てる視点に立ち戻って、
教育力の再生・向上をめざして取り組みます。
また、本町は、これらの教育力を再生・向上させるために、「学校・家庭・地域」という総合的な視点によ

る取り組みを本町の教育施策の中核に位置づけて、縦割り組織を越えて横断的に連携を強めます。

４ 地域資源を活かした魅力ある産業の形成

自然環境、歴史と文化、地域資源などを見直し、その潜在能力を最大限に引き出し、自然、環境と共生する
農業・漁業の活性化を図るとともに、すばらしい自然環境を活用して、笑顔があふれる観光産業を実現します。
また、新潟東港工業地帯の発展や既存商工業のさらなる発展と永続に向けて支援します。

５ 開かれた行財政の推進

地域主権型社会のまちづくりに向けて積極的な情報公開と町民参画の仕組みを構築し、互いの役割分担を明
確にするとともに、市町村間の連携強化を図りながら、効率的な行政運営を展開します。
また、将来展望に立った財政運営を確立する町をめざします。 5
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１ 安全で快適な生活環境の創造

Ⅰ 地域特性を活かしたまちづくり

・適正な土地利用・開発による秩序あるまちづくり
の推進

・災害に強いまちづくり
・集落景観の保全と調和のとれた土地利用の実現
・町内各地区の特性を活かしたまちづくりを推進

Ⅱ 自然環境との共生

Ⅲ 生活環境の整備

・海岸線の護岸整備を促進、海洋スポーツ等の環境
整備

・河川堤防の安全対策と水と親しめる空間整備の促
進

・松林などの緑の保護と育成
・回遊できる健康増進型の歩行者空間の構築
・農地や樹木などの保全と緑と花の推進

・広域アクセスを考慮した計画的な道路整備
・歩行者の安全性、快適性に配慮した道路管理と冬
期間の交通確保

・交通アクセス・周辺整備、公共輸送機関び路線の
充実の要請

・廃棄物のリサイクル推進、適正処理の啓発、体制
整備

・温室効果ガス排出抑制などの取り組み
・上水道の安定供給と経営の健全化
・下水道事業の計画的な事業運営と経営の健全化

失われつつある緑の資源や自然環境を保全するとともに、歴史、文化、産業などの地域資源の特性を活かし
たまちづくりを進めます。
また、災害に強い防災まちづくりの構築、交通アクセスの整備、資源の再利用を図るなどにより、町民一人

ひとりが豊かに暮らせる町をめざします。

取組内容
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２ 安心できる暮らしの実現

いつ起こるかわからない自然災害に備えて、町民に対し防災思想の普及を図り、防災体制の整備を推進する
とともに、交通安全対策・防犯対策の整備を推進します。
また、安心して子どもを産み育てられる環境や、高齢者、障がい者にやさしい環境などの整備により、誰も

が生涯健康な暮らしをおくれる町をめざします。

Ⅰ 安全に暮らせる環境づくり

・聖籠町防災計画・災害ハザードマップ整備、防
災組織活性化

・交通安全思想の普及と道路交通環境の整備・修
繕

・関係団体と連携した犯罪防止
・消費生活相談や消費者教育の充実

Ⅱ 安心して暮らせる福祉のまちづくり

・多様な保育ニーズに対応した子育て支援システ
ムの構築

・障がい者の自立・社会参加支援と施設整備の推
進

・高齢者の地域社会への参加支援と自立のための
基盤整備

・地域住民の自主的活動の組織づくりの支援
・世代間コミュニケーションの取り組みの推進

Ⅲ 生涯健康に暮らせるまちづくり

・ライフステージに応じた施策の推進
・地域や関係団体と連携強化
・診療所の施設整備・充実
・地域疾病構造に着目した保健予防活動を強化・
充実

・情報共有や連携した対応のためのＰＤＣＡサイ
クルの構築

・感染症の感染拡大の抑制ための体制整備
・自殺予防対策を関係機関と連携し推進

取組内容
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３ 学校・家庭・地域の連携による教育力の向上

個々の学校の基本的な問題解決には、「学校・家庭・地域」が連携して子どもを育てる視点に立ち戻って、
教育力の再生・向上をめざして取り組みます。
また、本町は、これらの教育力を再生・向上させるために、「学校・家庭・地域」という総合的な視点によ

る取り組みを本町の教育施策の中核に位置づけて、縦割り組織を越えて横断的に連携を強めます。

Ⅰ いきいきと学ぶ子どもたちの教育

・学校・家庭・地域の連携による教育力の再生・
向上

・町民参画による学校支援活動の充実
・幼・小・中の教育の「12年カリキュラム構想」
の充実

・家庭学習の習慣化、生活習慣の改善などによる
基礎学力の定着

・学校・家庭・地域との連携による学校運営協議
会を中心とした学校運営

・中学校の教科センター方式の成果と課題を総括
し、必要に応じて改善

・情報教育や地域交流センター活動の一層の充実。
・スポーツ・文化・芸術などで学校・家庭・地域
の連携

・育英資金貸与事業の周知による奨学支援体制の
充実

Ⅱ 豊かな感性の醸成

・学校・家庭・地域の連携を強化した生涯学習推進
計画の策定

・独立図書館の建設推進、デジタル化などによる情
報センターとしての機能の充実

・青少年交流センターの活性化と学校・家庭・地域
の連携による青少年健全育成体制の確立

・文化財の保護、文化会館事業などによる文化・芸
術活動の支援

Ⅲ 豊かな国際感覚の醸成

・異なる文化との交流を図り、生活に根づいた国際
交流活動の推進

・ホームステイを受け入れる意識・体制づくり

取組内容
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４ 地域資源を活かした魅力ある産業の形成

自然環境、歴史と文化、地域資源などを見直し、その潜在能力を最大限に引き出し、自然、環境と共生する
農業・漁業の活性化を図るとともに、すばらしい自然環境を活用して、笑顔があふれる観光産業を実現します。
また、新潟東港工業地帯の発展や既存商工業のさらなる発展と永続に向けて支援します。

Ⅰ 町の資源をフル活用したいきいき農業

・生産技術の向上や高付加価値品のブランド化の
促進

・遊休地対策・生産基盤の強化
・新規就農者の促進と後継者対策
・水田地力の回復のため土壌改良対策
・耕作放棄地の実態の把握と、解消に向けた組織
的な対応

・農産物加工センターでの加工商品の開発
・農産物の販売方法の工夫や特産物の開発
・安定した農業経営の実現及び新規担い手の育成
・地産地消を推進と総合的な食育の実施。
・農業基本条例を定め、持続可能な町農業の振興

Ⅱ 活力と魅力ある漁業

・コスト軽減や漁業資源づくりなどによる安定収
入の確保

・自然環境を配慮した海浜、海岸整備の推進

Ⅲ 自然環境を活かした観光

・観光地の駐車場、案内板等の整備
・広域観光ルートの再開発や魅力的な自然環境の
整備・創出

Ⅳ 未来を支える商工業

・経営基盤の強化や多様な消費者ニーズに対応でき
る経営体構築のための支援体制強化

・新潟東港の活性化のため、企業誘致活動及び未操
業地の解消に向けた活動の促進

・町内商業者の組織的運営ができる場の検討と他産
業との協働への可能性を模索

取組内容
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Ⅰ ともに考え責任を分かち合う意識づくり

・町政をともに考え、ともに責任を分かち合うため、
町民参画を推進

・行政の透明性向上ため、積極的な情報公開や情報
の提供

・男女共同参画社会の創造

Ⅱ 地域主権型社会に対応した体制づくり

・町民との協働のもと、地域の実情に応じたまち
づくり

・地域主権型社会に関する情報を積極的な発信
・近隣市町村との連携強化によるまちづくりの推
進

Ⅲ 将来展望に立った健全な行財政の運営

・行財政改革を推進し、健全な行財政を堅持する
ため、事務事業評価システムの構築

・職員の意識改革と資質向上に努め、町民参画に
より政策決定される組織体制の確立

・行政と町民との協力関係の確立に努め、政策を
実施。

・電子自治体の推進に向けた体制の整備
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５ 開かれた行財政の推進

地域主権型社会のまちづくりに向けて積極的な情報公開と町民参画の仕組みを構築し、互いの役割分担を明
確にするとともに、市町村間の連携強化を図りながら、効率的な行政運営を展開します。
また、将来展望に立った財政運営を確立する町をめざします。

取組内容


